
No.5
滋賀中央

森林組合だより
森林面積   42,230 ha
出 資 金 138,487 千円
組合員数     6,319 人

も り めぐ

　地球温暖化の影響と考えられる自然災害が多
発している昨今、森林の適切な整備、保全は、
地球温暖化防止の上からも大変重要です。美し
い山林を未来へ繋いでいくことは、森林組合に
課せられた責務であると考えています。



　組合員の皆様には、日頃より森林組合の各事業に格別なるご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げま
す。
　さて、当森林組合も平成25年12月に三森林組合が合併して以来５年が経過しました。
　合併当初は、旧森林組合意識も根強く、あらゆる業務の統一の遅れから、合併効果が組合員さんに
示せずご迷惑をおかけしていましたが、旧森林組合は事業所と工場に専念し、旧森林組合の事業の特
色は事業所で残し、組織運営を本所で一本化したことにより、徐々に新組合としての事業成績をはじ
め、従来、組合員さんと密接する森林整備事業の関心が薄かった地域にも事業展開ができるようになっ
てきました。
　また、組合の使命的事業である組合員さんからの受託造林事業では、搬出間伐事業を中心に実施し、
搬出コストを低減したなかで、有利販売により一定額を森林所有者に還元させてもらい間伐材の搬出
量では、合併５年後の平成29年度で10,800㎥（合併前比110％）まで増加させることができました。
　また、搬出間伐材を原材料として取り扱う土山と信楽の両工場では、その扱い製品に元々違いがあ
り、土山工場は木造住宅や木造公共建築物用の製材加工を中心に、信楽工場は建設工事用木材資材や
木材工作物を中心に販売を展開してきました。
　その結果、各年度とも利益剰余金を内部留保金に積立することができ、総資本で平成29年度は
662,594千円と（合併前比107％）資本を充実することができました。
　一方では、滋賀県森林組合連合会が県産材の安定供給の拠点として運営していた「滋賀県木材流通
センター」を当組合を含めた４森林組合がその土地を買収し、「木材流通センター有限責任事業組合」
を設立し、別組合法人として出資運営をはじめました。その運営の中心を当森林組合が担い出資４森
林組合への利益分配が果たせています。
　直面する課題では、一定の役割を終えた作業班宿舎等の遊休施設の処分や木材需要の変化に伴う両
工場での製材機械等の更新、森林整備を担う作業班員の確保等、様々な課題に直面しているのが現状
です。
　これらは、当森林組合に特化した課題でなく、県内森林組合が共通する課題であることから、「滋
賀県の森林整備の中核的担い手としての森林組合の近い将来に向けての方向性」の検討を各森林組合
から選出された役職員２名の委員で組織する「森林組合経営改善会議」で、現在、議論が行われてい
ます。これらについては、合併も含めた一定の方向性を決定していくものですが、当然のことながら、
組合員さんのご意見を聞きながら議論していきたいと思っています。
　平成31年度から、森林環境譲与税の運用に伴う新たな森林管理システムがスタートし森林整備に対
する新たな支援が始まろうとしていますが、まだまだ不透明で先行き厳しい環境にあることには間違
いありません。
　森林組合の安定経営、組合員さんの福利向上の基本的理念の下、万全を期したいと考えていますの
で、今後ともさらなるご支援ご協力をお願いし、あわせて合併５年間の感謝を申し添え挨拶とさせて
いただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成31年１月

ご　挨　拶（合併５年が経過して）

代表理事組合長　篠村　久嗣
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議長の中島芳幸氏

第１号議案　�平成29年度事業報告書、貸借対照表、損
益計算書、剰余金処分案並びに注記表及び
附属明細書の承認について

第２号議案　�平成30年度（H30.6.1～H31.5.31）事業計
画書の設定について

第３号議案　�平成30年度に於ける借入金最高限度額決
定について

　　　　　　組合運営資金� 金　300,000千円
　　　　　　特別の法律に基づく借入金
　　　　　　農林漁業資金� 金　150,000千円
　　　　　　農林中央金庫資金� 金　  50,000千円
第４号議案　平成30年度に於ける余裕金預け入れ先の決

定について
農林中央金庫、滋賀銀行、関西アーバン銀
行、ゆうちょ銀行、甲賀農業協同組合、グ
リーン近江農業協同組合、滋賀県信用組合、
湖東信用金庫

第５号議案　平成30年度事務取扱手数料の決定について
⑴ 造林補助金事務取扱手数料
 　…交付補助金額の10％以内
⑵ 受託造林事業手数料
 　…事業費（労務費＋資材費）の３％以内
⑶ 受託林産事業手数料
 　…売上金額の３％以内

　昨年８月23日（木）午前９時30分から水口町の「甲賀市碧水ホール」に於いて、第５回通常総代会を開催
いたしました。当日は、台風20号が接近する暴風雨日の上、設立以来はじめての平日での開催でしたが、本
人出席77名、書面出席81名の併せて158名（現在総代数200名、出席率79.0％）の総代さんの出席がありま
した。
　来賓には、管内選出の県議会議員を始め甲賀市市長、湖南市市長、日野町副町長、中部森林整備事務所長、
甲賀森林整備事務所長、滋賀県森林組合連合会長のご臨席を賜りました。
　滋賀県議会議員を代表して富田博明氏より、管内市長を代表して甲賀市長の岩永裕貴氏より、また、滋賀
県森林組合連合会長の石谷八郎氏からご祝辞を賜りました。
　議長には、甲賀町の中島芳幸氏が就任され、スムーズな議事進行により提出議案全８議案と附帯決議を原
案どおり可決承認いただきました。
　平成29年度決算につきましては、時代の要請に応えるべく積極的に取り組んだ結果、事業総収益が
842,882千円（対計画比112％）、税引前当期利益45,111千円（対計画比303％）といずれも計画以上の成績
をあげることができました。

提　出　議　案
第６号議案　林道事業に係る賦課金徴収方法並びに徴収

時期の決定について
森林組合が施行する林道事業賦課金徴収時
期は着工より工事完了時までとし、受益者
総会に於いて決定された賦課率により徴収
し方法は理事会に一任する。

第７号議案　林道事業による分担金の徴収承認について
森林組合が施行する林道事業に伴う受益者
のうち組合員外（県営林、造林公社等）に
は分担金を徴収する。その時期、方法につ
いては着工より工事完了時迄として、当該
規定による分担率とし、方法は理事会に一
任する。

第８号議案　�平成30年度中における役員報酬の限度額
の決定について
理事報酬は金14,000千円以内とし、各理
事ごとの額は理事会に一任する。
監事報酬は金500千円以内とし、各監事ご
との額は監事の協議とする。

附帯決議　　本総代会の決議に反せざる限り、軽微な事
項の修正並びに誤字の訂正及び行政庁の指
示による字句の修正については理事会に一
任する。

第５回通常総代会開催
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科　　目 小　計 合　計
Ⅰ　事業総損益
　　１．収　益 842,882
　　２．費　用 638,362
　　事業総利益 204,520
Ⅱ　事業管理費
　　１．人件費 135,965
　　２．旅費交通費 1,342
　　３．事務費 5,183
　　４．業務費 2,261
　　５．諸税負担金 4,711
　　６．施設費 19,866
　　７．雑　費 213
　　事業管理費計 169,541
　　事業利益 34,979
Ⅲ　経常損益
　　１．事業外収益 12,012
　　２．事業外費用 1,800
　　事業外損益 10,212
　　経常利益 45,191
Ⅳ　特別損益
　　１．特別利益 7
　　２．特別損失 87
　　特別損失 △ 80
Ⅴ　利益剰余金
　　税引前当期剰余金 45,111
法人税、住民税、事業税 8,215
　　当期剰余金 36,896
　　前期繰越剰余金 22,454
　　目的積立金取崩額 1,463
　　当期未処分剰余金 60,813

Ⅱ損益計算書（平成29年６月１日～平成30年５月31日）� （単位：千円）
部　　門 費　用 収　益 利　益
指導部門 2,831 4,131 1,300

販
売

販　　売 76,512 98,326 21,814
建 設 等 42,413 68,560 26,147
林　　産 92,797 122,981 30,184

加工部門 77,005 98,985 21,980

森
林
整
備

森林整備 201,091 258,693 57,602
利　　用 113,827 152,402 38,575
福利厚生 0 0 0
購　　買 31,796 38,716 6,920
金　　融 90 88 △ 2

合　　計 638,362 842,882 204,520

Ⅲ部門別損益計算書� （単位：千円）

注）千円未満を四捨五入しています。

区　　分 積算内訳 処分額 合計
Ⅰ　当期未処分剰余金 60,813
Ⅱ　剰余金処分額
　１．法定準備金 剰余金の１／５以上 10,000
　２．任意積立金
　　　　損失補填積立金 10,000
　　　　役員退職積立金 0
　　　　組合施設等修繕積立金 10,000
Ⅲ　次期繰越剰余金 30,813

Ⅳ剰余金処分案� （単位：千円）

Ⅰ貸借対照表（平成30年５月31日現在）� （単位：千円）

科　　目 内　訳 小　計 合　計
（資　産）

　　　流動資産
現金・預金 618,567
受取手形 20,509
　　貸倒引当金 △ 135 20,374
売掛金・未収金 97,391
　　貸倒引当金 △ 7,351 90,040
棚卸資産 34,830
受託造林立替金等 88,458
その他 7,564

流動資産計 859,833

　　　固定資産
有形固定資産 94,690
無形固定資産 9,012
外部出資金 36,928
保険積立金 41,387
農林漁業資金貸付金 152
　　貸倒引当金 △ 1 151
その他の固定資産 517

固定資産計 182,685

資産合計 1,042,518

科　　目 内　訳 小　計 合　計
（負　債）

　　　流動負債
買掛金 11,246
短期借入金 110,000
未払金 57,985
預り金 46,432
その他負債 11,769

流動負債計 237,432

固定負債
農林漁業資金借入金 152
退職給付引当金 142,340

固定負債計 142,492
負債　合計 379,924

（純資産）
出資金 138,487
資本準備金 910
法定準備金 151,065
任意積立金 311,319
当期未処分剰余金 60,813

純資産計 662,594

負債・純資産合計 1,042,518
注）千円未満を四捨五入しています。

決 算 報 告平成29年度
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事 業 計 画 書平成30年度
運営の基本方針

区分 説　　　　　　　　　明

総
　
　
括

⑴　組合の力で安心で活力ある健全な森林づくりをすすめます。
⑵�　施業の集約化、機械化により生産コストを低減し、搬出間伐材の売上利益を還元します。このことにより、
森林所有者の山林経営意識の向上が図られるよう努力します。
⑶　流通体制の効率化により、地域材の需要拡大を図ります。
　また、森林組合経営面においては、森林組合役職員の意識改革（コンプライアンスの遵守、組合員へのサー
ビス意識、コスト意識、営業意識）に全力で取り組み健全経営を図っていきます。

　平成31年度より、森林環境譲与税の運用として森林経営管理制度（新たな森林管理システム）が実施さ
れます。
　この制度は、①森林所有者に適切な森林の経営管理を促すため責務を明確にし、②森林所有者自ら森林の
経営管理を実行できない場合に、市町が森林の経営管理の委託を受け、③林業経営に適した森林は、意欲と
能力のある林業経営者に再委託、④再委託できない森林及び再委託に至るまでの森林においては、市町が管
理を実施する。
　とされており、地域森林を健全に保持保全するため、「意欲と能力のある林業経営者」として、森林組合
は森林整備を通して地域貢献を行っていきます。このため、さらに、県、市町との連携を図っていきます。

指
導
部
門

　林業推進員さんの協力と県・市・町との連携の中で、森林整備や提案型集約化事業の推進を図り、木材売上
代金の山主還元に努めていきます。
　このために、「認定施業プランナー」からの森林所有者への提案等の活動強化を図ります。
　また、広報紙やホームページ等により、幅広く情報提供を図ります。

販
売
部
門

（販売事業）
　国産材製品を中心とした製品販売の積極的拡販に努めていきます。
（工作物事業）
　製品開発と施工技術の研鑽に努め、営業活動により、びわ湖材利用製品の建築及び拡販を図っていきます。
（林産事業）
　木材生産の生産性の向上を図り、綿密な「木材仕分け」による木材流通センターの集約販売を中心に間伐搬
出材の有利販売に努めていきます。

加
工
部
門

　林産事業と加工事業との一貫体制により、製材加工用の原木丸太に搬出間伐材利用50%以上を目標に、び
わ湖材認定製材工場として住宅構造材、下地材、内装材及び工作物材料等の安定販売に努めていきます。
また、木材乾燥施設、四面カンナ加工施設、丸棒加工施設及び防虫防蟻施設のフル活用による木材加工と品質
向上を強化していきます。

森
林
整
備
部
門

（森林整備事業・利用事業）
　施業集約化のための境界明確化事業や森林調査を進め、搬出間伐面積212ha以上、木材搬出材積10,837㎥�
を目標とし、山主への利益還元に努めていきます。各種請負事業の積極的な受注を図り、利益確保に努めてい
きます。また、木材生産における生産性の向上と安全性を確保するための研修会を随時開催し、技術作業班の
技術向上を図ります。
（購買事業）
　森林組合の利用客の減少のなかで、獣害対策資材等組合員要望に応じた資材提供や管内各地での「無料整備
点検会」を開催し、拡販に取り組むとともに、利用客に満足していただけるアフターサービスに努めていきます。

損 益 計 画 書平成30年度
Ⅰ．部門別損益計画� （単位：千円）

部　　門 費　用 収　益 利　益
指導部門 3,100 4,090 990

販
売

販　　売 72,020 90,400 18,380
建 設 等 29,250 48,000 18,750
林　　産 92,500 129,000 36,500
加工部門 73,550 105,800 32,250

森
林
整
備

森林整備 112,628 138,128 25,500
利　　用 119,940 157,085 37,145
福利厚生 0 0 0
購　　買 30,085 36,300 6,215
金　　融 11 21 10
合　　計 533,084 708,824 175,740

Ⅱ．損益計画書（H30.6.1～H31.5.31）

事 業 総 利 益 175,740千円

事 業 管 理 費 163,822千円

経 常 利 益 18,582千円

特 別 損 益 0千円

税引前当期利益 18,582千円
注）LLPの分配収入を含んでいます。
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鈴木　孝雄日野町奥之池
○�間伐搬出を森林組合に依頼したきっかけはどのようなことでしたか。

　当奥之池地区では、平成26年度より「地籍調査事業」に取り組み、近々完了の予定です。農地は、既に「土地
改良事業」により整備済みで「山林」だけが残ることになり、平成27年「森林の境界明確化事業及び森林整備事業」
に取り組み、この事業の一環として間伐搬出をしていただきました。
○�搬出作業道をつけさせてもらった事に対してどう思われましたか。

　立派な作業道を細部に張り巡らせていただき、今後の管理や伐期を迎えても安心で次世代へも安心して引き継げ
ます。
○間伐材を搬出してもらった収支はどうでしたか。

　ほぼ見積り通りの間伐量であったが見積りよりも倍近い売上高となり、
差引受取額も見積りの４倍強となった。今後の自然林、放置林の「森林の
境界明確化事業及び森林整備事業」の費用捻出に希望が持てる。
○�森林組合に対するご意見をお聞かせ下さい。

　「森林の境界明確化事業及び森林整備事業」が当初の目的の通り完成する
よう引き続きご協力、ご指導をお願いしたい。

河合　　勇甲南町杉谷
○�間伐搬出を森林組合に依頼したきっかけはどのようなことでしたか。

　杉谷岩尾地区で森林組合から搬出間伐の施業提案があり、現在、長期育林を自分たちで行うことが出来ない現状
なので依頼しました。
○搬出作業道をつけさせてもらった事に対してどう思われましたか。

　既設道から距離のある奥の山で所有している者にとっては、ありがたい。次回施業までの間、災害等で作業道が
傷まないよう願うだけです。
○間伐材を搬出してもらった収支はどうでしたか。

　補助金制度を利用し施業していただき、木材価格の低迷などから木材の
価値が下がっていっている中で、いろいろな用途として木材を利用しても
らい返還金があり、ありがたく思います。
○�森林組合に対するご意見をお聞かせ下さい。

　今後もずっと山を所有していかなければならないので、継続的に事業を
行ってもらいたいと思います。

組合員の声

2021年「第72回全国植樹祭」の開催地が
「鹿

か

深
ふか

夢
ゆめ

の森」甲賀市甲賀町に正式決定

鹿深夢の森
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補助造林事業について
計画的でまとまった施業（集約化された区域）で行う間伐に対しての補助事業

①森林経営計画の区域であり、②間伐面積が5ha以上で、③間伐材を10㎥/ha以上搬出する施業に対しての補助事業です。
★新植・下刈・除伐（保育間伐）・枝打は、従来とおり０．ｌhaから補助対象です。
　ただし、個人施業をされる場合は、作業前、作業中の写真が必要となります。

間伐材を搬出して間伐施業負担金ゼロに、山によっては還元できます！！

受託造林事業試算例 0.1ha（１反）当たり（円）
※搬出+間伐：１ha当たり（円）

補助事業名 森林環境保全直接支援事業
作業種 造林 下刈 枝打 保育間伐 間伐+搬出+作業道

補助対象
要　件 0.1ha（１反）以上

集約面積
5.0ha以上+搬出材積
10㎥以上+間伐率30%以上+作業道（W=2.5m）

補助対象
林　齢

地拵え、
植栽

10年生
以下

30年生
以下

（間伐と
同時実施）

①35年生
　以下
②伐採木
　平均径
　18cm以下

スギ・ヒノキ スギ・ヒノキ

末口径（曲がリ）
φ12cm～φ16cm

末口径φ
18cm～26cm

事業費
（標準） 285,000 18,000 60,000 27,000 30㎥～� 39㎥搬出 860,000 50㎥～� 59㎥搬出 1,120,000

補助金
（概算） 200,000 15,000 53,000 23,000

搬出補助金 740,000 搬出補助金 890,000
間伐材予定売上 120,000 間伐材予定売上 330,000

山主負担金 85,000 3,000 7,000 4,000 お支払額 0 お支払額 100,000
備　考 森林施業プラン提案（見積書）を提示します。

★補助事業完了翌年度から５年以内に森林以外の用途に転用する場合は補助金返還をしなければなりません。

集約化施業による搬出間伐地その後

施工前 施工後

　小規模に分散した複数の森林所有者の隣接する森林を取りまとめて（集約化して）、森林所有者へ施業の提案を行
い、地域の森林を管理していく方法のことを「提案型集約化施業」（または「提案型施業」。）と呼びます。
　また、このように複数
の森林所有者の持つ森林
を取りまとめて、路網（作
業道）の開設から伐採ま
での施業を一体的に行う
施業地を施業団地と呼び
ます。

提案型集約化施業とは

施業集約化をした場合施業集約化をしない場合

効率的な路網配置
施業団地

高性能林業機械による効率的な作業

間伐材を利用できない

路網整備が進まない高性能林業機械の
導入は限定的
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シイタケ原木栽培

　シイタケを原木から栽培し収穫することは楽しみであり、そして美味しいものです。
　これから原木に種駒を植菌する最適な時期になりますので、是非チャレンジしてみてはいか
がでしょうか！
　シイタケが採取できるまでは、種菌を打ち込み早くても２年はかかります。
　原木栽培の流れと発生のパターンを参考にしいたけ栽培を始めてみましょう。
①原木
　最も適した樹種はクヌギ、コナラ、ミズナラなどで、５cm～20cmぐらいの太
さの木が最適とされています。
　長さは90cm～120cmぐらいに玉切りし乾燥を防ぎます。
②植菌
　植菌は、原木が乾燥しないうちに作業を開始し、菌を植える穴はドリルなどで
開けます。
　ストッパー付きのドリル先を使用すると適度な深さで植菌ができます。
　原木に対し、縦に15～20cm間隔に５～９ヶ所、横に４～５cm間隔に植菌する。
　植菌時期は、２～４月、梅の花が咲く頃からサクラの咲く時期が最適であると覚えておくといいですね。

☆＊･°°･＊･..。..きのこができるまで＊･°°･＊･..。..☆

きのこの栽培に適した主な樹種 � （◎：適　○：可）
木の種類

きのこ
の種類

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

ア
ベ
マ
キ

エ

ノ

キ

カ
エ
デ
類

カ

シ

類

カ

ツ

ラ

ク

ヌ

ギ

ク

リ

ク

ル

ミ

ク

ワ

ケ

ヤ

キ

サ
ク
ラ
類

シ

イ

類

シ

デ

類

タ
ラ
ノ
キ

ツ

バ

キ

ト
チ
ノ
キ

ナ

ラ

類

ハ
ン
ノ
キ

ブ

ナ

ホ
オ
ノ
キ

ポ
プ
ラ
類

ミ

ズ

キ

ム
ク
ノ
キ

ヤ
シ
ャ
ブ
シ

ヤ
ナ
ギ
類

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ

ヒ ラ タ ケ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
ナ メ コ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
ク リ タ ケ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
キ ク ラ ゲ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
シ イ タ ケ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

③仮伏せ
　植菌が終わると、菌糸の活着をはかるためにほだ
木を棒積み（横積み）にする。場所は水はけが良く
日当たりの良い暖かい場所が最適です。
　乾燥する場所では、周囲をコモやムシロ、ビニー
ルなどで囲い保湿し週２回程度散水して下さい。
④本伏せ
　６月上旬頃、菌の頭が白く発菌したり木口に菌糸紋が現れたころ、ほだ木を
組み替え菌糸を成長させます。
　直射日光が当たらず、十分に雨が当たり、かつ水はけが良く風通しが良い場
所が最適です。２～３ヶ月に１度天地返しや積み替えを行い菌糸を成長させま
す。
⑤ほだ起こし
　伏せ込んで１夏経過した秋にいよいよきのこが発生します。ほだ木をきのこ
発生に適したほだ場に移し、採取しやすいように立てかけます。
　風通しの良いところで、直射日光に当たらないように手入れをすると数年間
は収穫ができますよ。
　組合では、シイタケの駒菌や原木、菌入り原木や、シイタケ以外の駒菌も取
り扱いしております。
　最寄りの事業所にお気軽にお問合せ下さい。
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滋賀中央森林組合ってどんなことをしているの？

お任せ下さい。危険木の伐採か
ら樹木の剪定、植栽も承ってい
ます。
熟練の技術作業班による安全安
心な作業を行います。
作業状況により金額が変わりま
すので、お見積をさせていただ
きます。まずはご連絡下さい。

　森林組合では、組合員さんの依頼により山の仕事を行い補助金申請する補助造林事業や行政から
委託を請けて行う山の整備、工務店や建設業者から発注された資材を製材工場でつくるなどの木材
加工も行っています。また他にも地域の皆様の身近な生活の困りごとも解決しています。

見積りに係る経費はいただいておりません。
お気軽にご相談下さい。

見積りに費用は掛かりますか？

今年の台風で庭の大きくなってしまった木の枝が落ちてきて…木が倒れてきたら怖いので伐っ
てもらうことってできますか？

施業前 施業後

森林組合では、金網や電柵などの色々な資材を数多く取り扱っています。
また、施工まで請け賜っていますので、お気軽にお問い合わせ下さい。

田畑にシカやイノシシが入ってきて困ってる。
森林組合で、獣害対策用資材の取り扱いなどやってるか？

お買い上げありがとうございます。
本所、各事業所、支所のどこでお支払いいただいても
大丈夫です。もちろん金融機関での払込もできます。

この前、本所でチェンソーをツケ払いで購入したけれど、
お金はどこで払っても大丈夫？

ソーラー開発は、近年全国的に大きな問題となっていますが、その場所が
植林などで造林補助金をもらっている場合、補助事業完了後５年間は伐採
や森林の用途以外に転用すると補助金返還の対象となります。造林地を他
者に譲渡や売却しても義務は残りますのでご注意下さい。
また、森林を取得した場合、土地の大小にかかわらず土地のある市町村の
長に取得した日から90日以内に市町届出が必要です。

ヒノキを植えてもらった山にソーラーを設置したいと思っている。
自分の山だから自由に使っても大丈夫だよね？

森林組合では、おおよその場所がわかるよう情報提供させていただいています。
しかし、森林組合だけで境界を確定することはできませんので、地域の精通者
に確認していただくことの方が確実だと思われます。

父親から山を相続したのですが境界がわからない。
公図を見てもさっぱりわからない。何か方法はないのですか？
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平成29年度 理事会だより
第１回 理事会（平成29年８月３日）
１．平成28年度事業報告書、貸借対照表、損益計算書、

剰余金処分案並びに注記表及び附属明細書の承認に
ついて

２．平成29年度事業計画書の設定について
３．第４回通常総代会の開催日程について
４．第４回通常総代会の提出議案について
　報告事項　１．木材流通センター有限責任事業組合決

算について
　　　　　　２．不適切事項に伴う林野庁ヒヤリングについて

第２回 理事会（平成29年８月26日）
１．組合執行体制の決定について
２．組合執行理事の選任について
　報告事項　１．組合機構及び人事について

第３回 理事会（平成29年９月26日）
１．筆頭理事の選任及び理事の順位（案）について
２．委員会の設置及び委員の選任について
３．理事報酬の決定について
４．退任役員への役員退任給与金の支給について
　報告事項　１．滋賀県森林組合連合会　機構図
　　　　　　２．県内森林組合の状況
　　　　　　３．総代名簿
　　　　　　４．林業推進員名簿

第４回 理事会（平成29年11月16日）
１．短期借入金に伴う約定書連帯保証人の選任について
２．固定資産（車輌運搬具）の購入及び廃棄について
３．職員年末賞与の支給について
　報告事項　１．10月末現在事業進捗状況報告
　　　　　　２．「県内森林組合改善会議」の発足について

第５回 理事会（平成30年１月23日）
１．上期における理事との自己契約及び下期における自

己契約予定について
　報告事項　１．森林組合中間決算について
　　　　　　２．木材流通センター中間決算について
　　　　　　３．上期組合員加入脱退について
　　　　　　４．�森林環境税・森林環境譲与税の概要について

第６回 理事会（平成30年３月23日）
１．常例検査指示書による理事の意見及び今後の方針
（案）について

２．工事及び施業執行規則の制定について
３．本所事務所の移転について
　報告事項　１．事業進捗状況（２月）について
　　　　　　２．森林環境税・森林環境譲与税の概要について
　　　　　　３．職員採用について

第７回 理事会（平成30年５月25日）
１．職制規程の改正について
２．給与規程の改正について
３．平成29年度決算見込みについて
４．職員夏期賞与等の支給について
５．業務車の購入及び廃棄について
６．平成30・31年度工事等指名業者の選定及び森林整

備等登録業者の選定について

当組合から３人の「森林評価測定士」が誕生しました。
定的に品質の良い木材を供給することができれば、木材
を高値で販売することができ結果として森林所有者へ還
元することができます。
　当組合では、集約化施業による間伐材の搬出を進めて
おり今年度も約11,000㎥の搬出を計画していますが、
３人の「森林評価測定士」が認定されたことから森林所
有者への還元金を少しづつでも増やしていきたいと考え
ています。

　滋賀県産木材の目利き役である「森林評価測定士」制
度が創設され、当組合から３人の「森林評価測定士」が
誕生しました。
　「森林評価測定士」制度とは、出荷先により様々な需
要のある県産材を日本農林規格に基づいて主に柱になる

「Ａ材」、集成材や合板になる「Ｂ材」、チップ材や木質
ボードに用いられる「Ｃ材」に適正に仕分けられる技術
を持ち、また出荷する木材の品質に責任を持つ技術者を
養成することを目的としています。様々な需要に対し安

理事会 搬出現場視察
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第５回労働安全衛生大会を開催しました。
　昨年８月30日、日野町林業センターホールに於いて技
術作業班を対象に５回目となる労働安全衛生大会を開催し
ました。
　冒頭、長年技術作業班として尽力いただいた７名の方々
に感謝状を贈呈しました。
　続いて、技術作業班の代表から力強い安全宣言があり、
その後技術作業班が熱心に研修を受講しました。

労災死亡事故発生のお詫び
　故人のご冥福をお祈り申し上げるとともにご遺族の皆様に心より哀悼の意を表します。
　平成30年10月25日午前10時50分頃、当組合製材工場におきまして、あってはならない労働災害死亡事故が発生し、
大切な仲間の尊い命が奪われてしまいました。組合員の皆様をはじめ、関係取引先、関係機関には多大なご心配とご
迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。
　私たち役職員一同は、今回の尊い犠牲を決して忘れることなく、二度とこのような痛ましい労働災害を起こさない
ことをお誓い申し上げ、労働災害防止の徹底を図って参ります。今後とも、ご支援の程よろしくお願い申し上げます。

滋賀中央森林組合組織図

監事会

総代会

理事会

代 表 理 事 組 合 長 篠 村 久 嗣

代 表 理 事 専 務 南 清

代 表 理 事 常 務 奥 嶋 健 次

理 事  ・ 参 事 堀　 学 巳

木材工場 業務・森林整備課 総務課

総務委員会
事業委員会

加工販売委員会

滋賀県木材流通センター
有限責任事業組合（LLP）

（兼務）所長
奥 嶋 健 次

川 﨑 晴 子
谷 本 大 地

【業務内容】
・木材集約販売

土山工場

工場長（兼）営業
長 坂 博 史
係長
小 林 裕 治

宇 田 真 也
中 村 と も 子
（臨）
酒 井 弘 美

育休

【業務内容】
・木材加工・販売

信楽工場

工場長
前 川 秀 典
統括係長
杉 本 豊 行

（再）
橋 本 正 春
（再）
福 井 文 雄
（再）
山 地 恵 裕
（嘱）
岩 永 圭 三
（兼）営業
長 坂 博 史

【業務内容】
・木材加工・販売
・木材工作物

本　　所

【業務内容】
・�指導事業、会計、人
事管理
・�購買・組合員管理
・�森林保険

課長
北 崎　 昇
課長補佐

外 池 純 孝

畠 中 友 里 奈

LLP出向
川 﨑 晴 子
LLP出向
谷 本 大 地

（総務課）

【業務内容】
・�受託造林事業
・�放置林境界明確化事
業
・�造林公社事業

本　　所

課長
太 田 新 吾
統括係長
矢 田 昌 也
統括係長
黄 瀬 知 美
係長
古 川 祐 次

尾 上 晴 彦
小 西 健 大
山 元 洋 平

（業務・森林整備）

林産グループ
グループリーダー
倉 田 善 行
谷 本 大 地
浦 谷 友 基
根 縫 由 和
里 見 保 信

【業務内容　　搬出間伐・仕分け】

信楽事業所

【業務内容】
・�請負業務、林産事業、
購買

事業所長
藤 澤 哲 夫
統括係長
松 本 安 代

浦 谷 友 基
（再）
里 見 保 信

（業務・森林整備）

日野事業所

【業務内容】
・�請負業務、購買
・�日野町林業センター
管理

事業所長
藤 田 利 和

中 村 拓 輝
（嘱）
増 田 栄 子

（業務・森林整備）

土山事業所

【業務内容】
・�請負業務、林産事業、
購買

事業所長
奥 村 政 明
主任
倉 田 善 行

中 村 と も 子
（臨）
根 縫 由 和
（再）
谷 村 孝 次

育休

（業務・森林整備）

（兼務）支所長
奥 村 政 明
（臨）
村 山 美 里

（甲賀支所）

H31.1.1 現在
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信楽事業所・工場信楽事業所・工場

土山事業所・工場土山事業所・工場

東名阪自動車道
亀山スマートIC

本 所

土山事業所・工場
信楽事業所・工場
日 野 事 業 所
甲 賀 支 所
木材流通センター

〒528-0014

〒528-0211
〒529-1832
〒529-1602
〒520-3431
〒527-0064

滋賀県甲賀市水口町鹿深3-39
URL http://shiga-forest.jp/
滋賀県甲賀市土山町北土山361
滋賀県甲賀市信楽町小川出1-1
滋賀県蒲生郡日野町河原1-1
滋賀県甲賀市甲賀町大原中541
滋賀県東近江市尻無町1168-5

TEL 0748（65）4
ヨイヤマ

180  FAX 0748（65）4181
E-mail shiga-shin@shiga-forest.jp
TEL 0748（66）0015  FAX 0748（66）0395
TEL 0748（82）0758  FAX 0748（82）3066
TEL 0748（52）4334  FAX 0748（52）4449
TEL・FAX 0748（88）2127
TEL 0748（20）1622  FAX 0748（20）1633

JForestとは
Japan Forest owners' cooperative associations
の頭二文字からとった森林組合系統の統一愛称です。

森
林
組
合
だ
よ
り
No
5
　 

発
行
日
　
平
成
31
年
１
月  

発
行
元 

滋
賀
中
央
森
林
組
合  

所
在
地 

甲
賀
市
水
口
町
鹿
深  

T
E
L
0
7
4
8（
6
5
）4
1
8
0  

F
A
X
0
7
4
8（
6
5
）4
1
8
0

施工後（支障木）

当組合では、山の手入れ以外にも荒れ田や宅地の草刈り、
住宅に隣接している支障木の伐採なども行っています。

主な作業料金は次のとおりです
作業区分 作業の内容 料金単位 料　金 備　考

草　　刈
草刈のみ ㎡あたり 20円より 草丈により

異なる草刈＋搬入処分 ㎡あたり 30円より

伐　　採
伐採のみ 本あたり 2,000円より 伐採条件に

より異なる伐採＋搬入処分 本あたり 10,000円より

剪　　定
枝払等の剪定 本あたり 5,000円より H=5.0m以上
庭木剪定＋処分 1式 20,000円より

草刈り、支障木伐採はいかがですか。

施工前（支障木）

施工後（竹林）施工前（竹林）
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